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乳牛の分娩後早期における子宮内細菌の検索と

強酸性イオン水による子宮洗浄効果

生田健太郎・中家一郎・・小鵠 睦・山口悦司・入谷晋市議*

要約

乳牛30頭の分娩後早期における子宮内の細菌叢を調査し，細菌汚染の著しいものに対して，継

発する子宮疾患の予妨を自的として強酸性イオン水による子宮洗浄を行い，その効果を縮菌学的に

検討した.

1 正常分娘牛では，分娩後 30日墳には，ほぼ子宮から細菌が消失したのに対し，異常分娩牛で

は分娩後長期に渡って， 104 CFU/me以上の細菌が検出された.

2 細菌が検出された個体は;30頭中 21頭 (70.0%)あり，正常分挽牛では 17頭中8頭(47.1%)， 

巽常分挽牛では 13頭全頭(100%)であった.分娩後早期の子宮から，Actinomyces pyogenes 

(17頭， 56.7 %)， Streptococcus sp. ( 6顕， 20.0 %) Escherichia coli (5頭， 16..7 %)， Fuso-

bαcterium necrophorum ( 4頭， 13.3 %)など合計 14菌種が 103CFU/mfl以上分離宮れた.

3 酸性水による子宮洗浄の結果は， 11頭中著効7頭 (63.6%)，有効 1頭 (9.1%)，無効3頭 (27.3

%)であり，異常分娩牛の子宮内縮葡除去に有用であると思われた.しかし，胎援停滞牛で用手

剥離を行い，症状を悪化させた場合は 1自の洗浄では十分な効果が得られないと思われた.

Search of Early Postpartum Uterine Flora in Cows and Effect of 

Uterine Irrigation with Powerful Oxidized Ionization Water 

Kentaro IKuTA， Ichiro NAKAYA， Mutumu KOKAMO， 

Etuji Y AMAGUCHI and S inichi 1 RIT ANI 

Summary 

The bacterioイlorain early postpartum uterine were searched in 30 dairy cows. The cows 
which have a large number of bacteria in the uterine were irrigated with powerful oxidized 

ionization water for prevention of uterine diseases. 
(1) In normal delivery cows， bacteria disappeared from uteri about 30 days postpartum. 
However， in abnormal delivery cows， bacteria were detected over 104 CFU/mfl for a long 

period. 
(2) Bacteria were detected in 21 of 30 cows (70.0 %)， in normal delivery cows， bacteria was 
detected in 8 of 17 (47.1 %)， in abnormal delivery cows， bacteria was detected in all (100 %). 
Ali of the 14 species of bact-eria were isolated OV8r 103 CFU/mfl from early postpartum 
uteri. They were Actinomyces pyogenes (17 cases， 56.7 %)， Streptococcus sp. (6 cases， 20.0 %)， 

Escherichiαcoli (5 cases， 16.7 %)， Fusobαcterium necrophorum (4 cases， 13.3 %) etc. 
(3) After first irrigation with powerful oxidized ionization water， bacteria were not detected 

in 7 of 11 (63.6 %)， decreased in 1 (9.1 %)， and did not decrease in 3 (27.3 %) These results 

indicated that powerful oxidized ionization water was available for expulsion of uterine 

bacteria of abnormal delivery cows. However， in the cows with retained placenta which 
became worse due to treatment by hand， little effect was seen at first performance. 
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酪農家にとって，空胎期間の延長による経済的損失は，

非常に大きい.空路期間を延長させる要因は，主に分娩

後の生殖機能の回複遅延であり，その 1つに子宮修復遅

延がある.これは，子宮内の細菌汚染とそれに継発する

子宮内膜炎が主な原国とされている 8.9. 13) とくに，難

産，胎盤停滞，流死産等の異常分娩牛では細瞳汚染がひ

どく，清浄化も著しく遅れることが知られており，子宮

内膜炎へと移行する場合も多いり.いったん，子宮内膜

炎に擢患すると治療しでも完全な回復までに数カ月はか

かるとされており 8) 異常分娩牛に対しては，分娩後早

期に積極的な予防を行う必要があると考えられる.

予防法として，従来から抗生剤やヨード剤の子宮内注

入が行われているが，その効果は十分とはいえず4.7.8.9.21)，

また，生乳の廃棄や子宮内膜への刺激性4・8) 等の問題

もある.これらに代わり，最近，子宮収縮促進による悪

露排出を目的とした PGF2α製剤の応用が提唱されてい

る7.9. I~ 11) が，高い薬価と使用法の制約のため，一般的

な普及には開題があると考えられる.

今回，著者らは分娩後早期における子宮内の細菌を検

索し，細菌汚染の著しいものに対しでは，最近，人の援

療6.ω や食品衛生等の分野で安全かっ強力な殺菌作用

を有するとして・注目を集めている強酸性イオン水(以下，

酸性水という)による子宮洗浄を実施し，その効果を細

菌学的に検討した.また，子宮内より分離した細菌を用

いて，感作実験を行い，酸性水の殺菌力を検証した.

本試験を実施するにあたり、強酸性イオン水を提供し

て頂いた日エミッド株式会社に深謝いたします.

材料及び方法

1 供試牛

供試牛は，平成5年7月から平成6年3丹の関に分娩

したホルスタイン種雌牛30頭を用いた. これらの牛の

産歴構成及び分娩状況は表 1のとおりであった.

2 供試材料

外陰部周囲を洗浄・消毒後，減額じたパ1レーンカテー

テルを騒鏡を用いて無菌的に子宮内に挿入し，子宮角ご

とに滅商生理食壇水(以下，生食水という)50 miを注入，

表 1 供試牛の産歴構成および分娩状況(頭)

産歴 1 2 3 4 5. 6 計

正常分娩 5 5 3 4 17 
胎盤停滞 5 1 2 1 9 
流産 1 1 2 
難産 1 1 2 

スコア

表2 子宮潅流液のスコア

肉眼的所見

浮遊物、混濁等がほとんどない

海流液中に膿汁等浮遊物が50%以下

が50%以上

潅流液中ほぼ 100%が膿汁等浮遊物

n
H
V
4
E
A
n〆
ω
η
九
日

回収し，その海流液を検体とした.また，由収時に瀧流

液の肉眼的汚染度を 0から 3までの 4段階に区別した

(表2) 

3 細菌検査

縮穣培養は DHL寒天(臼71d， 5 %馬血液加寒天，

GAM寒天(日水)を用いて 1および 10μtの瀧流波

を塗布し， 37
0

C， 48時間それぞれ好気，徴好気，嫌気

培養後，分離菌数を測定するとともに，成書2) に従い

菌種の同定を行なった.また，通性嫌気性グラム陰性

梓曹は Api20E (bioMerieux)，グラム陽性樟菌は Api

Coryne (bioMerieux)，嫌気性菌は Api20A (bioMerie-

ux)を併用した.

4 子宮洗浄

子宮洗浄は，探材議後，挿入したバルーンカテーテル

をそのまま使用して，酸性水(表 3)または対照として

生食水を用いて行った枕浄は子宮角ごとに行い，洗浄

液は両角併せて約212使用した.

子宮洗浄の効果判定は，分離菌数を洗浄の前後で比較

し， 102 CFU/mi未満になった場合を著効，減少した

場合を有効，減少しなかった場合を無効とした.

5 試験方法

供試牛金頭について，分娩後 10--32日の間に採材・

細蘭検査を実施した.正常分娩牛のうち，瀧流液中の分

離蘭数が 102CFU/mi以上のものは， 14日後に再び採

材・検査と併せて子宮洗浄を実施し，その 10臼後に再

検査した.以後，分離菌数が 102CFU/mi未満になる

まで子宮洗浄と細菌検査を繰り返した.一方，異常分娩

牛については 1回目の採材・検査と併せて子宮洗浄を

実施し， 10日後の再検査で分離蘭数が 102CFU/mi以

上のもは， 102 CFU/mi米満になるまで子宮洗浄と縮

表3 強酸性イオン水の理化浮的性状

項目 性状

pH 2.7 以下 (7.2) 

酸化還元電位 (mV) 1100 以上

溶存酸素 (ppm) 20 以上

溶存壌索 (ppm) 6.8 (0.22) 

塩素イオン (ppm) 240 (16) 

)内は水道水の儲
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分離菌数 102~ 分離菌数 102〉〆

|検査終了十

以後、分離菌数が 102CFU/mf未満になるま

で子宮洗浄と細菌検査を繰り返す

図1 試験方法

菌検査を繰り返した(図1).

6 分離麗の駿性水感作実験

供試検体由来の 6菌種 (A.pyogenes， E. coli， P. aeru-

ginosα，CNS， Bαcteroides， F. necrophorum)を用いて，

108 CFU/mfの生食水菌液を作成し， この菌液に等量

の酸性水を混和し， 37
0

C， 1分間感作させた後， 5% 

罵血液寒天もしくは GAM寒天に 10μE塗布し， 37
0

C 

48時間培養後，生菌数を測定した.また，対照として

酸性水の代わりに生食水と感作させたものを問機に培養

した.

さらに，酸性水 1に対し;A. pyogenesの 108CFU/ 

mf菌液を段階的に 1かiら128倍まで伺様の条件で感作，

培養じ，生菌数を測定した.

結果

子宮濯}荒波のスコアと分離菌数

スコアがOの場合では 102CFむ/mf未満のものが 18

OIJ中12例であったが，スコアが高くなるにともない，

(CFU/ml) 

.... 1.. 
分 10 5 I… 

離 10 4 

蕗 10 3 

数 10 2 

…竺竺…......1.喰空…一一一一L旦………J…?竺竺

一ー?三竺……L..~竺?旦一一L!

•• •• ••• I •• 
•• ••• I ••••• I • ・・

o 1 2 3 
港涜液のスコア

図2 子宮潅流液のスコアと分離菌数

分離菌数も多くなる傾向が認められた.しかし，スコア

がOでも 103CFU/mf以上のもの(18例中 6O"Ij)やスコ

アが3でも 102CFU/mf未満のもの(12例中 2例)もみ

られた(図 2). 

2 分娩後回数と分離菌数

正常分娩牛では， 102 CFU/mf未満の検体が分娩後

15日以内で7例中 3例， 30 B以後では7伊j中5例あっ

た一方，異常分娩牛では， 15日以内で全検体におい

て105CFU/mf以上の細閣が検出され， 30 B以後も全

検体で 104CFU/mf以上の細菌が検出された(図 3). 

3 分離細菌

供試牛30頭中 21頭 (70.0%ι)の子宮瀧流液から A.

pyogenes (17頭， 56.7 %)， Streptococcus sp. ( 6頭，

20.0 %) E. coli ( 5頭， 16.7 %)， F. necrophorum (4 

頭， 13.3 %)，など合計 14蘭種が 103CFU/mf以上分

離された.なお，A. pyogenesとStreptococcussp.で

は，分離菌数が測定可能範翻の 105CFむ/miを越える

個体もあった.分娩状況別にみると正常分娩では 17頭

O 正常分娩
(CFU/ml) • 異常分娩

1 0 5 

分
1 0 4 

議

菌 1 0 3 

数
1 0 2 

@司
o • 0 • 
o • 0 • 
o •• O .  • 
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O 
0 00  

O ・ O
o 0 o 
o 00  0 
O 00  00  

~ 1 5 1 6 - 2 9 3 0 話
分娩後日数

関3 分娩後日数と分離菌数
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子宮内からの細菌分離状況表4

76 

頭数

難産

状況別検出

胎盤停滞 流産

分娩

正常分娩 分離菌数 (CFU/m2)

Actinomyces pyogenes 

Streptococcus申・

Corynebαcterium sp. 
CNS ※ 

Clostridium sp. 
Fusobαcterium necrophorum 
Bαcteroides 
Escherichiαcoli 
Proteus mirabilis 
Providenciαstuαrtii 
Enterobacter agglomenαns 
Pseudomonas aeruginosa 
Pseudomonas fluorescens 
Pasteurellαmultocidα 

8X103
，-....;105く

5X103
，-....;105く

1 X 103
，-....;105 

lX103 

3X103 

1x104
，-....;105 

1X103
，-....;104 

1，-....;2X104 

1，-....;7 x 103 

5X103 

1X104 

2X103 

3X104 

3X104 

2 

1 
1 

2 

1 

1 

7
4
1
1
1
3
4
3
2
 

ρ

む
つ
白

9
h
t
i

1 

4
E
i
4
E
i
e
E
i
 

検出頭数

庁

t
n
h
u
q
o
n
L
n
L

必
性

8
4
a
F
h
u
q
3
4
1
4
i
4
1
4
i
1
A

4EA 

名態毒症分

1 

1X103
，-....;105く2/2 2/2 9/9 8/17 21/30 検出頭数/供試頭数

停滞牛2頭と正常分娩牛 1頭で，胎盤停滞牛のうち 1頭

と正常分娩牛を 2国自は酸性氷で洗浄したところ著効と

なった(表5). 

供試牛のうち，繁殖状況の把援できた 21頭を子宮洗

浄を実施しなかった正常分娩牛 13頭と酸性水による子

宮洗浄を実施した牛〈以下，洗浄群という)8頭に分け，

比較した.子宮復古，初回発情，初回授精，までに要し

た日数は碕群で差はなく，授精回数と空胎日数で洗浄群

がやや劣る傾向が認められたが，有意差はなかった(表

6 ). 

5 子宮内紹欝の酸性水感作実験

分離菌に対して等量の酸性水を感作させた実験で、は，

いずれの菌積も完全に死滅したのに対し，対照の生食水

では，それぞれ感作時とほぼ間じ生菌数を認めた(表7).

しかし，A. pyogenesを用いた希釈実験では酸性水の

殺菌効果が 2倍希釈で低下し 4倍以上ではほぼ失われ

た(表8). 

※Coagulase Negative Staphylococci 

中8頭 (47.1%)の偲体で細菌が検出されたのに対し，

胎盤停滞や流産，難産があった異常分娩牛では全ての鰐

体で細菌が検出された(表4). 

4 子宮洗浄効果

細菌検査の結果， 102 CFU/mf以上の細菌が検出さ

れた正常分娩牛2頭と異常分娩牛13頭の計 15頭に対し

て子宮洗浄を実施した.酸性水による 1四目の洗浄では，

異常分娩牛11頭中，著効7頭 (63.6%)，有効 1頭 (9.1

%)，無効3頭 (27.3%)であった.無効{91]は，胎盤停滞

により用手景1]離を行った 2頭と難産牛 I頭で，胎盤停滞

牛の 2頭は，その後，酸性水による 3囲自の洗浄で著効

となった.一方，生食水による 1回目の洗浄では，正常

分娩牛，胎盤停滞牛それぞれ2頭，計4頭中，著効 1頭

(25.0%)，無効3頭 (75.0%)であった.無効慨は胎盤

分娩状況別の子宮洗浄効果c1屈目洗浄時)表 5

子宮洗浄効

著効 有効 無効

実施

頭数洗浄液分娩状況

2 l 4
4
9
U
4
i
 

円，・
n
F
u
n〆U
M

滞

産

産

停盤胎

流

難

酸
性
水

子宮洗f-Jtの繁殖状況への影響表6
1 

洗浄群 (n=8)

子宮復古(沼)

初回発情(臼)

初屈授精(臼)

授精密数(回)

空胎日数

33.3土8.3

45.8士10.4

116.0:t53.3 
3.2土3.0

186.4土109.5

正常分娩牛 (n=13)

30.2:t1O.3 
49.9土13.1

98.9土47.8

1.6土1.0
112.2土59.5

3 (27.3%) 

生

金

水

1 
2 

1 (9.1%) 7 (63.6%) 11 

2 
2 

計

正常分娩

胎盤停滞

3 (75.0%) 1 (25.0%)一4 計

注:平均土標準偏差

6 8 15 計A 
ロ
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よる悪露の排出や免疫締結による食作用などにより分婚

後 30日頃には細菌は消失するといわれているリ 9.11) 

しかし，異常分娩牛では，高レベ、Jレかっ長期にわたる子

宮内の細菌汚染から子宮内膜炎等の子宮疾患に擢患する

可能性が高く，その結果，長期不受給牛となる場合が多

い7.B. 11， 13) したがって，異常分娩牛に対しては，分娩

後早期に子宮疾患の予防措置を講じる必要があると考え

られる.

子宮内の細菌叢について Hussainら1) は，分娩後早

期の子宮から E.coli， Streptococcus Sp.， Proteus Clost 

ridia Sp.が高率に検出されたと報告している.松崎ら7)

は，上記の他にA.pyogenes， Pseudomonas Spなどを

高率に検出した.今回，著者らの調査では，さらに嫌気

性菌のF.necrophorum， Bαcteroidesも高率に検出され

た.このように分娩後早期の子宮内には多種類の細欝が

存在しており，松精ら7)や植松ら 14) は，A. pyogenes 

の検出倒では受胎率が低く，空始日数も著しく延長した

と報告している.

近年，分娩後 20""""'30日毘で生殖器の田護状態を検査

するフレッシュチェックが行われ，輿常牛には，分娩後

の早い段階で適切な処置を行うことが繁殖成績を高める

上で重要であることが認識されはじめている幻.

子宮疾患の治療法として，ヨード剤や抗生R1Jの子宮内

投与は，十分な効果が得られないことがあり，否定的な

意見も多い4・7・B.9. 11) それらに代わる方法として，持

続性の PGF2α製剤を胎盤停滞，子宮寄膿症，悪露停滞，

子宮内膜炎の治療に応用し，胎盤や膿汁の排出に効果が

あったといわれている 7.9・叫 11)が，細菌学的に子宮内が

清浄化されたかは不明である.また，この薬剤は高価で、，

本来，発情誘起を主目的とするため，分娩後早期の予防

的な使用法は，現状では普及性に問題があると考えられ

る.

今回，著者らは子宮疾患の予防を目的として，酸性水

による分娩後早期の子宮洗浄を行った.分離頭数を指標

として子宮洗浄の効果を酸性水と生食水で比較した結果、

酸性水は子宮洗浄液として優れたものと考えられた. し

かし，胎盤停滞牛で洗浄前に用手剥離を行い，症状を悪

化させた 2頭は，洗浄結果が箸効となるまでに酸性水で

3自の洗浄を饗した.中尾9) が指摘するとおり，胎盤

停滞の処置として用手製離は避け，自然に排出するのを

待っか， PGF2α製剤等で

子宮洗浄を行つた方が良いと考えられる.

正常分娩牛と洗浄群との繁殖状況を比較した結果，子

宮纏古，初回発情，初回授精までに要した日数は，両群

にほとんど差はなかった.授精菌数，空始日数で洗浄群
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等最混和感作の培養結果表7
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n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
 

供試菌穂

※Coaguluse Negative Staphlococci 

設階希釈感作の培養結果表8

生菌数

1 : 1 

1 : 2 
1 : 4以上

(CFU/mJ?) O 
8.0X103 

1.0X106く

酸性水:菌液

考察

子嘗に異常のある牛では臆鏡検査などで汚濁漏出液を

認めることが多い.今回の試験では子宮内細菌の検査検

体として生食水による子宮謹流液を用い，採取時にその

肉眼的な汚染度をスコア付けし，分離菌数との関係をみ

るとスコアが高いほど分離菌数も多い額向が認められた.

スコアの指標となる膿汁等の浮遊物は炎症性細胞や細菌

の変性物と考えられ，これらから子宮内の細菌汚染の状

況がある程度は推測できる. しかし，スコア 3でも細簡

が検出されない場合や逆にスコア Oでも縮闘が検出され

る場合もあった.

金子5) らも発情粘液検査により不良な子宮内環境を

ある程度推測することが可能であるが，細菌学的環境と

細胞学的環境との相関関係は低く，その精度は限られた

ものとじている.よって，子宮漏出液等の肉眼的所見の

みで子宮内部の状態を正確に把握することには限界があ

ると考えらる.

分娩後日数と分離菌数の関係は，正常分娩牛では，分

娩後早期で細菌が検出されたものもあったが， 30日以

上では，ほとんどのもので検出されなくなったのに対し，

異常分娩牛では， 30日以上でも 104CFU/m1!以上の高

いレベJレで細萄が検出された. Hussainら1)は正常分

娩と誘発分娩および務王切隣の 3群について分娩後の子

宮内縮醸の推移を調査し，帝王切開群で最も高い縮菌数

でしかも長期にわたり検出されたと報告している.また，

松崎ら 7) は，子宮内膜炎牛 157例中 67.5%に異常分娩

があったと報告している.

一般に分娩後早期の子宮では，正常分娩牛であっても

ある穂度の細菌汚染を受けているが，子嘗の収縮運動に
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がやや劣る傾舟にあったが，有意差はなく，これらには

子宮環境以外の要因も影響すると考えられる.よって，

酸性水による子宮洗浄は，子宮疾患に基づく繁殖機能の

回後遅延を予防し得ると考えられる.

子宮洗浄は，その手技の煩雑さから，敬遠されがちで

ある.しかし，檎壇ら円矢光ら16) の報告では，子宮内

膜炎の治療に薬液注入より子宮洗浄の方が効果が高いこ

とを認めており，今回のような予防的措置においても積

額的に子宮洗浄を実施すべきである.

子宮内縮欝の酸性水感作実験で，酸性水と 108CFU 

/m1!菌液との等量混和において菌種にかかわらず細菌

は死滅した.よって，酸性水は非特異的に迅速かっ強力

な殺菌力を有していると考えられる.しかし，酸性水の

段階希釈実験では 2倍以上で殺欝力が低下したことから，

多量の膿様粘液などが貯留している分娩後早期の子宮で

は，注入よりも洗浄の方が効果的であると考えられる.

酸性水は一般の水道水に食塩を微量添加し，イオン交

換膜を介悲させて，電気分解した陽極側の水で， pH2.7 

以下，酸化還元電位 1000mV以上と生物の生存できな

い環境を作り，さらに，一般の水道水に比べ有意に高濃

度の溶存酸素や溶存塩素が微生物表層のアミノ基などを

酸化することにより迅速で強力な殺菌作用を示すとされ

ている 12) このような作用特性から酸性水は，膜接，微

生物に触れる場合は殺蘭効果を示すが，組織内部に存在

する微生物には殺菌効果を示さない.また，光，有機駒，

土壌などに触れると速やかに放霞，分解し，普通の水に

戻るので作用の持続性は期待できないが，残留の問題は

なく環境にやさしい水と雷える.

畜巌分野では，本報の偽に乳頭のデッピングへの応

用路}皮膚病の治療6) などの報告があるにすぎず，強力

な殺菌力と安全牲を兼ね備えた酸性*1ま，今後，様々な

応用が可能であると考えられる.
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